






展
示

祭化文
３
年
ぶ
り
―
―
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
令
和
２
年
度
か
ら
開
催
を
見
送
っ
て
い
た
「
与
謝
野
町

文
化
祭
」
を
11
月
５
日・６
日
の
２
日
間
、知
遊
館
と
岩
滝
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
町
内
の
中
学
校・

団
体
・
個
人
な
ど
32
団
体
が
参
加
し
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
作
品
を
展
示
。
参
加
者
ら
は
「
久
し
ぶ
り
の
ス
テ
ー
ジ
は
緊
張
し
た

が
、
皆
さ
ん
の
前
で
発
表
で
き
て
よ
っ
た
」
と
話
す
な
ど
、
久
し
ぶ
り
の
文
化
祭
を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

16
の
団
体
・
個
人
が
生
け
花
・
写
真
や
絵

画
・
盆
栽
・
俳
句
・
書
・
木
工
品
な
ど
を

展
示
し
ま
し
た
。

①押し花・オイルペイント／②折り紙／③書・描墨
彩画／④盆栽／⑤つまみ細工

ス

ジ
ー
テ16

団
体
が
演
奏
や
合
唱
・
マ
ジ
ッ
ク
・
体
操
・
踊
り
・
太
鼓
な
ど
を
発
表
し
ま
し

た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
与
謝
に
よ
る
「
与
謝
野
町
歌
」

「
ふ
る
さ
と
」
の
吹
奏
が
あ
り
、
会
場
は
拍
手
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

特集 令和４年度与謝野町文化祭

文
化
の
秋

加悦・江陽・橋立中学校吹奏楽部による合同演奏

①

②④

③

⑥

⑤

⑧

⑦

⑨

①３B 体操与謝野町同好会／②野田川太極拳教室
③ウィンドオーケストラ与謝／④琴修会京都真琴
会／⑤生田流正派琇邦会／⑥与謝野弦楽合唱団
⑦野田川マジック同好会／⑧レディースエコー
⑨与謝野児童合唱団エンゼルハーモニー
⑩ライリッシュ・オカリナ Y・Y
⑪岩滝民踊教室／⑫民踊すみれ会
⑬銭太鼓 虹いろ一座

⑬

⑪

⑩

⑫

③

⑤

④ ①②
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11
月
13
日
、
知
遊

館
お
い
て
、
丹
後

え
え
も
ん
工
房
、
三さ

ん

絲し

の
会
（
田た

も

い

茂
井

勇は
や

人と

代
表
）
主
催
の

「
２
０
２
２
も
う
一
つ

の
丹
後
ち
り
め
ん
創

業
３
０
０
年 

繋
ぐ
・

紡
ぐ
・
伝
え
る
」
が
、

女
優
の
名な

取と
り

裕ゆ
う

子こ

さ

ん
を
講
師
に
迎
え
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
西に

し
わ
き脇
隆た

か
と
し俊
京
都

府
知
事
が「
名
取
さ
ん
を
お
招
き
し
、

丹
後
で
着
物
の
魅
力
に
つ
い
て
語
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
産
地
に
と
っ

て
も
大
い
に
励
み
に
な
る
」
と
あ
い

さ
つ
。続
く
名
取
さ
ん
の
講
演
で
は
、

「
着
物
の
魅
力
」
と
題
し
て
自
身
が

松
竹
女
優
カ
レ
ン
ダ
ー
撮
影
時
に
着

用
し
た
丹
後
ち
り
め
ん
の
着
物
を
中

心
に
、
特
徴
や
こ
だ
わ
り
を
ス
ラ
イ

ド
を
用
い
て
解
説
。
数
々
の
着
物
を

紹
介
し
「
丹
後
ち
り
め
ん
の
生
地
と

西
陣
の
技
術
は
世
界
に
誇
れ
る
も

の
」
と
名
取
さ
ん
。
と
き
に
は
笑
い

を
交
え
て
話
さ
れ
る
な
ど
、
終
始
和

や
か
な
雰
囲
気
で
講
演
が
進
み
、
最

後
に
「
丹
後
の
方
々
が
す
ば
ら
し
い

技
術
と
素
材
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
に
、

努
力
と
世
界
に
向
け
た
発
信
を
お
願

い
し
た
い
で
す
」
と
締
め
く
く
ら
れ

る
と
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が

沸
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

― 
２
０
２
２ 

も
う
一
つ
の
丹
後
ち
り
め
ん
創
業
３
０
０
年 

―

繋
ぐ
・
紡
ぐ
・
伝
え
る

「
す
ば
ら
し
い
技
術
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
に

つ
な
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」

地
元
の
高
校
生
ら
と
交
流

　
同
日
の
午
前
中
に
は
、
宮
津
天
橋

高
校
の
生
徒
ら
15
人
が
着
付
け
教
室

に
参
加
。
参
加
し
た
高
校
生
は
「
振

袖
を
着
る
の
は
七
五
三
以
来
。
着
物

を
着
る
と
い
つ
も
の
と
違
う
気
持
ち

に
な
り
、と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

2022 年は丹後ちりめんが
加悦谷の地で創業してから

　与謝野町を含む丹後地域は、1300年以上前か
ら絹織物の産地としての歴史があります。古く
は、739年に丹後国竹野郡から献上された「あし
ぎぬ」が、現在でも正倉院に残されています。
　今から300年前の1722年。旧加悦・野田
川 地 域 で 、 加 悦 の 木

も
綿
めん

屋
や

六
ろく

右
え も ん

衛 門 が 加 悦 の
手
て ご め や こ え も ん

米屋小右衛門と三河内の山
やまもと

本屋
や

佐
さ へ え

兵衛を京都西
陣に送り出し、ちりめんの技術を持ち帰り「丹後
ちりめん」を生み出すことに成功。３人は、時を
同じく西陣で修行し独自のちりめん技術を会得し
た峰山の絹

きぬ
屋
や

佐
さ

平
へい

治
じ

とともに、習得した技術を惜

しみなく地域の人々に教
えたことにより、ちりめ
んは瞬く間に丹後地域全
体に広まり、住民自らの
努力でその新たな織物技
術を駆使して、活気と富
をもたらしました。
　現在では「次代へ、新
たな挑戦」を合言葉に、
織物事業者の皆さんは次
の100年に向けて挑戦を続けています。

重要伝統的建造物群保存地区
のちりめん街道内にある「縮
緬発祥之地」の碑

着付け教室に参加した生徒たち

丹後ちりめんの着物を着こなす名取さん

300年

まちの 話題話題 お届けします

与 謝・滝・金屋命の里 秋の大感謝祭が 11 月
13 日、道の駅シルクのまちかや（よさの

野菜の駅）で開催され、多くの来場者でにぎわい
ました。
　３年ぶりの開催となった大感謝祭は、与謝地区
も加わりパワーアップ。恒例の千本づき（もちつ
き）から始まり、宮津天橋高校宮津学舎吹奏楽部
や大道芸などによるステージ発表が会場を盛り上
げました。また、新鮮野菜や海産物の販売、地元
の食が味わえるバザーなどが出店し、ステージ発
表ととも食事を楽しむ姿が見られ「このイベント
を楽しみにしていた」との声が聞かれました。

● 「与謝・滝・金屋 命の里」秋の大感謝祭
多くの来場者でにぎわう

宮津天橋高校宮津学舎吹奏楽部の演奏

宮 津天橋高校加悦谷学舎の「総合的な探究の
時間（以下、「総探」）」の一環で、11 月 21 日、

与謝野駅の清掃活動が行われました。
　加悦谷学舎の総探のテーマは「地域への恩返し

（貢献）」。この日は「地域・学校・地域の子ども
たちに貢献」の３つの活動のため、こども園や公
共施設などを訪問。与謝野駅の清掃に訪れた３人
の生徒は「与謝野町の中で自動車以外の玄関口は
与謝野駅。きれいにすることで気持ちよく利用し
てほしい」との思いから清掃場所を決めたと話し
ます。生徒たちは約１時間かけて待合室やトイレ
を中心に黙々と清掃していました。

● 宮津天橋高校加悦谷学舎
地域貢献活動として与謝野駅を清掃

与謝野駅の待合室を清掃する生徒たち

関 西地方の大学ナンバーワンを決める「第
84 回関西学生対抗駅伝競争大会」が、11

月 19 日に開催されました。
　大会には関西の大学 22 校が出場。京丹後市久
美浜の浜公園をスタートし宮津市役所前を目指す
８区間 84.5 ㎞で争われました。与謝野町からは
第１区に神戸学院大学３回生の立

たていし
石陽

はる
斗
と

さん（橋
立中卒）、第７区に佛教大学１回生の平

ひら
井
い

迅
じん

さん

● 丹後大学駅伝 第 84 回関西学生対抗駅伝競争大会
２人の町出身ランナーが駆け抜ける

第１区を走る立石さん（左から１番目、関係者提供）

（江陽中卒）が出場。立石さんは「１区として区
間 10 位以内、トップと 40 秒差以内を目標に走
りました。後半の５㎞を自己ベストで走れて自信
になったことと、地元の大会でしっかりと役割を
果たせたことがよかったです」と、また平井さん
は「産まれ育った与謝野町内を走り、地元の方々
の応援で実力以上の走りができました。来年以降
もこの大学駅伝で活躍できるように成長していき
たいです」と話してくれました。今後の活躍にご
注目ください。

第７区を走る平井さん（右から２番目、本人提供）
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物
価
高
騰
な
ど
に
よ
る
住
民
生

活
と
事
業
継
続
を
支
援
す
る

補
正
予
算
が
、
11
月
８
日
に
可
決
し
ま

し
た
。
今
回
の
補
正
予
算
は
、
６
月
定

例
会
で
承
認
さ
れ
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金（
原
油
価
格・物
価
高
騰
対
応
分
）」

の
支
援
内
容
を
拡
充
。
水
道
料
金
の

Close UpClose Up

物
価
高
騰
等
に
よ
る

物
価
高
騰
等
に
よ
る

住
民
生
活
と
事
業
継
続
支
援
を
拡
充

住
民
生
活
と
事
業
継
続
支
援
を
拡
充

――  

令
和
４
年

令
和
４
年
1111
月
補
正
予
算

月
補
正
予
算  

――

町が進める SDGs について
生徒と意見交換

― 宮津学舎生徒と山添町長との対話授業 ―

後半の質疑応答の様子

1 0 月 28 日、宮津天橋高等学校宮津学舎におい
て、今年度で９回目となる町長対話授業を開

催しました。
　前半は、山添町長から「与謝野町× SDGs」と題
して講話を行い、SDGs の概要や SDGs に関連す
る町の取り組みとして、気候変動に対する取り組み
を紹介。講話の最後には、「SDGs の 17 の開発目
標や 169 のターゲットがどのように設定されてい
て、紹介した町の取り組みがどのように調和してい
るのか調査していただきたい」と語りかけました。
　後半の質疑応答では、「地域の人が交流する機会
の創出」「廃校の活用方法」など、まちづくりに関
する質問が多くあり、町長が一つ一つ丁寧に回答。

中には、「自分たちで地域を活性化させたい」とい
う前向きな意見もありました。最後に山添町長から

「皆さんがどのような人生を歩まれたとしても応援
していきたい」と生徒たちにメッセージを贈りまし
た。

よさのみらいトークで
地域情報を発信！

― 金屋区が実証実験をスタート ―

与 謝野町版ソーシャルネットワーキングサービ
ス（SNS）「よさのみらいトーク」を活用して、

このほど金屋区（森
もりがき

垣光
みつ

雄
お

区長）が地域情報の発信
を開始しました。
　よさのみらいトークは、時間や場所にとらわれず、
与謝野町に住む人や出身者、応援してくれる人など、
多様な住民の皆さんが、地域づくりやまちづくりに
ついて、合意形成を図りながらオープンに議論・対
話できる環境づくりを目指して、昨年 12 月に開設
したデジタルプラットフォームです。さまざまな使
い方ができることから、昨年度から、地域団体等と
活用方法を検討するワークショップを実施してきて
おり、協働のまちづくりに積極的に取り組む金屋区
では早くから本プラットフォームに着目。このたび、
地域団体として初めて利用を開始され、金屋区の紹
介や区からのお知らせ、年間行事予定、公民館活動、

日々の出来事も発信している金屋区のみらいトーク

各部の活動などを発信されています。
　森垣区長は「まずはスマートフォン等を使って、
区民の皆さんに気軽に区ホームページを見てもらえ
るような取り組みを進め、浸透してきたら区民同士
や出身者、他地域の方と交流もできるようにしてい
きたい」と、当面の活動方針と今後の抱負を話して
くれました。与謝野町では、同プラットフォームの
活用を進め、住民の皆さんと行政との対話によるま
ちづくりを進めるとともに、地域が主体となった地
域づくり活動を支援していきます。

生活者支援

■ 水道料金の負担軽減
水道基本料金を月額一律 500 円減免から全額減
免する（公共施設を除く）。
※ 令和５年１～３月請求分から。申請不要

3,363 万円

■ 学校給食費の負担軽減
学校給食費の保護者負担を軽減するため、食材の
価高騰分を交付金で補う。

142 万円

事業者支援

■ 電気・燃料費支援
事業を継続している中・小規模企業
業者が支払った電気料と燃料費の一
部を支援。※ 【対象期間】4 ～ 12 月分

6,041 万円

■ 農業者への営業継続支援
与謝野町産地経営構造改革方針に位置づけられた
農家に対し、生産経費高騰に対する支援。

600 万円

負
担
軽
減
や
事

業
者
の
電
気
料
・

燃
料
費
の
支
援

の
拡
大
、
学
校

給
食
費
の
負
担

軽
減
や
農
業
者

支
援
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

人権について理解を深める「人権問題を
考えるつどい（講演会）」を知遊館にお

いて開催しました。
　平和の語り部・ノンフィクション作家・心理カ
ウンセラーの久

く
郷
ごう

ポンナレットさんが、「この世
で最も価値のあるものは『平和・命・人権』です」
をテーマに講演。久郷さんはカンボジアで生まれ、
1975 年のポル・ポト政権によって両親や兄弟を
失ったこと、自身も過酷な強制労働を強いられ生
きるために「1000 万個の地雷原」をくぐりぬけ
命がけで祖国を後に日本に避難した体験など、戦
争の恐ろしさを参加者に語りかけました。

11
18

● 与謝野町戦没者追悼式
平和への祈りを新たに

● 人権問題を考えるつどい
平和の大切さと戦争の恐ろしさ

自身の体験談を話す講師の久郷さん

SDGs（Sustainable Development Goals ／持続可能
な開発目標）

※

先の大戦で亡くなられたすべての戦没者
の方に追悼の誠をささげ、平和への誓い

を新たにする「与謝野町戦没者追悼式」を野田川
わーくぱるで行いました。
　追悼式には、遺族会の会員や関係者 65 人が出
席。山添町長や来賓に続いて、遺族を代表して糸

いと

井
い

滿
みつ

雄
お

さんが「過去の経験を風化させることなく、
後世に伝え、二度と戦争を起こさないような平和
国家を築き上げることが、戦火に散った尊い命に
報いる今を生きる私たちの使命」と追悼の辞を述
べられました。その後、出席者は献花とともに、
平和への誓いを新たにしました。

11
11

追悼の辞を述べる遺族代表の糸井さん

1111 1010広報よさの DECEMBER 2022広報よさの DECEMBER 2022 広報よさの No.202広報よさの No.202



し
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
併
設
す
る
ジ
ビ
エ
解

体
加
工
施
設
で
処
理
し
た

町
内
産
の
ジ
ビ
エ
肉
を
使

用
し
た
料
理
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
他
に
も
「
お
米

や
野
菜
な
ど
も
町
内
産
に

こ
だ
わ
り
、
調
味
料
は
無

添
加
の
も
の
を
使
う
こ
と

で
、
安
心
し
て
食
べ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
心
が
け

て
い
ま
す
」
と
管
理
人
の

の
青あ

お
木き 

博ひ
ろ
しさ
ん
。

　
お
い
し
い
空
気
と
ご
飯

で
心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

■ 営業期間（レストラン営業）
■ 昼（水～土）午前 11 時～午後２時
■ 夜（水～土）午後６時～９時　※ 予約制
■ ※ 変動あり。お電話にてご確認ください
■ 定 休 日　月曜日
問　かや山の家 ☎ 43-0860

江
集
落
の
突
き

当
た
り
に
あ
る

か
や
山
の
家
は
、
令
和
２

年
度
に
大
規
模
改
修
を
行

い
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
。
宿
泊
施
設
と
レ
ス
ト

ラ
ン（
ヤ
マ
ノ
ウ
エ
食
堂
）

は
、
町
内
外
か
ら
多
く
の

方
々
に
利
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
中
で
も
お
す
す
め
は
ジ

ビ
エ
料
理
。
与
謝
野
町
内

で
年
間
１
千
頭
以
上
も
有

害
駆
除
さ
れ
て
い
る
シ
カ

や
イ
ノ
シ
シ
を
有
効
活
用

かや山の家
～ ココロもカラダもリフレッシュできる宿 ～

温

上／木のぬくもりと差し込む光が
心地よいホール
左／地元の食材をふんだんに使用
した食事

地震火災対策できていますか？
～ 地震火災は大規模火災につながる可能性が ～

大規模地震発生時には、火災が同時に多くの場所で発生するおそれがあるため、消防力が不足することで消火
活動が困難な状態となり、住宅密集地などでは大規模な火災につながる危険性が高くなります。

▶ 事前の対策

住まいの耐震性を確保する
家具等の転倒防止対策（固定）を行う
感震ブレーカーを設置する
ストーブ等の暖房機器の周辺は整理整頓し、可燃物を近くに置かない
住宅用消火器等を設置し、使用方法について確認する
住宅用火災警報器を設置する
※ 連動型住宅用火災警報器などの付加的な機能を併せ持つ機器を推奨

□
□
□
□
□
□

▶ 地震直後の行動

停電中は電化製品のスイッチを切るとともに、電源プラグをコンセントから抜く
石油ストーブやファンヒーターからの油漏れの有無を確認する
避難するときはブレーカーを落とす

□
□
□

▶ 地震からしばらくして（電気やガスの復旧、避難から戻ったら）

ガス機器、電化製品および石油器具の使用を再開するときは、機器に破損が
ないこと、近くに燃えやすいものがないことを確認する
再通電後は、しばらく電化製品に煙やにおいなどの異常がないか注意を払う

□

□

▶ 日ごろからの対策

自分の居住地での地震火災による影響を把握する
消防団や自主防災組織等へ参加する
地域の防災訓練へ参加するなど、発生時の対応要領の習熟を図る

□
□
□

なぜ対策が必要？
近年の大規模地震発生時には、電気に起因する火災が多く発生してい
ます。平成 23 年３月 11 日に発生した東日本大震災における本震に
よる火災では、原因の特定されたもののうち過半数が電気に起因した
ものでした。（出典　令和２年版消防白書）

電気関係

54％
その他

46％
東日本大震災における火災の発生原因 ▶

感震ブレーカー

防災訓練に参加

油漏れの有無を確認

がんばってます！消防団 編集 ● 第７分団 功
績
・
功
労
を
た
た
え
て

　
前
与
謝
野
町
教
育
長
の
塩
見
定
生
さ
ん

（
上
山
田
）
が
、
文
部
科
学
大
臣
か
ら
地

方
教
育
行
政
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　
塩
見
さ
ん
は
、
町
内
の
中
学
校
長
を
歴

任
後
、
平
成
20
年
４
月
に
与
謝
野
町
教
育

委
員
会
指
導
主
事
、
26
年
か
ら
は
教
育
長

と
し
て
、
令
和
３
年
６
月
末
の
退
任
ま
で

約
13
年
の
長
き
に
わ
た
り
町
教
育
行
政
の

推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
教
育
を

は
じ
め
、
社
会
体
育
や
地
域
文
化
な
ど
の

社
会
教
育
の
推
進
に
も
尽
力
さ
れ
た
功
績

が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。
長
年
の
功
績
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

地
方
教
育
行
政
功
労
者
表
彰

塩し
お

見み 

定さ
だ

生お

さ
ん

●

小
お だ

田 朔
さ く

至
と

さん（綾部高校１年・加悦中卒）

５ 月 の「 全 日 本 カ
ヌーマラソン選手権
大会兼 2022 海外派
遣選手選考会」で３
位となり、日本代表
に選出された小田さ

ん。９月末にポルトガルで開催された大
会には、初めて経験するマラソンでの出

● 2022 Canoe Marathon World Championships
● Ｋ１ Junior Men（22.6km）出場　※ 日本代表

場も「海外選手との対戦を楽しみにして
いた」と話します。迎えたレースでは体
格の良い海外選手のスピードに「スター
トから速く、世界との差を感じました」
と大会を振り返ります。今後の目標を「来
年３月の海外派遣選手選考会で良い成績
を残し、日本代表に選ばれるように頑張
りたいです」と語ってくれました。

由良川で練習する小田さん
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● 問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
● 開館時間／午前 10 時～午後６時　● 休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

　図書館へ行こう！ BOOKS 図書館ホームページ ▶

おはなし会を開催します

 ※ 新型コロナウイルス感染症対策にご協力ください。また、状況によって変更または中止する場合があります。

― ３会場とも午前 10 時 30 分から行います ―

▶ 加悦分室…12 月 10 日（土）　▶ 野田川分室…12 月 18 日（日）　▶ 本館…令和５年１月７日（土）

「部屋を片づけられない人
間は、心に問題がある」と
考えている片づけ屋が主人
公の「断捨離」小説。OL
や主婦、老人といったさま
ざまな背景を抱えた依頼人
の、心のうちと部屋の両方
を片付けるお手伝いをする
さまを描く１冊。

『１か月に１回物を動かせば家はキレイになる　苦手な人
のための新津流掃除＆片付け入門』　　　新津春子／ポプラ社

何から手を付けていいか分
からない。そんな片付けが
苦手な人へ、羽田空港を「世
界一清潔な空港」にした人
物としてテレビなどで話題
となった著者が、その方法
や簡単なルールを豊富なイ
ラストともに分かりやすく
教えてくれる１冊。

『あなたの人生、片づけます』
垣谷美雨／双葉社

みんなが知ってい
る「ぐりとぐら」。
あるひ２匹はほこ
りだらけの部屋を
掃除しようとしま
すが、ほうきやぞ
うきんはボロボロ
で使えません。そ

こである方法を思いつくのですが…。彼らは上手に掃除
ができたでしょうか？

『すみっコぐらしのおかたづけ　ちゃおブックス』
水谷妙子、サンエックス／小学館

かわいいキャラクターが人
気のすみっコぐらしのみん
なが、忙しい小学生でも簡
単に片付けができるコツを
教えてくれる 1 冊。整理
収納アドバイザーが監修し
ているので、大人が読んで
も役立つ内容になっていま
す。

『ぐりとぐらのおおそうじ 』
なかがわりえこ 文　やまわきゆりこ 絵／福音館書店

今年の汚れ、今年のうちに
早いもので今年もあとわずかになりました。ここ数年、おう
ち時間が増えたことから「断捨離」「片付け」に注目が集
まっています。年末の大掃除の参考にいかがでしょうか？

年末年始期間に関するお知らせ

■ 年末年始休館期間
■ 年 内 開 館 最 終 日
■ 新 年 開 館 初 日

12 月 28 日（水）～令和５年１月４日（水）
【野田川分室】12 月 26 日（月）　【本館・加悦分室】12 月 27 日（火）
【全館】令和５年１月５日（木）

令和５年１月９日（祝）は、本館・加悦分室は休館、野田川分室は開館しています。祝日と休館日（本館・加悦分室は月曜日、野田川
分室は火曜日）が重なる場合は、休館日となりますのでご注意ください。休館日と重ならない祝日は、平常どおり開館しています。

※

時の贈り物［ 第 124 回　それ、何て呼びますか？　電話機の変遷 ]	

河
内
郷
土
資
料
室
に

収
蔵
し
て
い
る
昔
の

道
具
を
紹
介
し
ま
す
。

　
現
在
は
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
が
広
く
普
及
し
て
い

ま
す
が
、
家
庭
で
は
ま
だ
ま

だ
固
定
電
話
が
使
わ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

フ
ァ
ッ
ク
ス
機
能
や
無
線
式
の

子
機
が
付
い
て
い
た
り
も
す
る

今
日
の
固
定
回
線
電
話
の
ご
先

祖
に
あ
た
る
の
が
、写
真
の「
デ

ル
ビ
ル
磁
石
式
乙
号
卓
上
電
話

機
」
で
す
。

　
箱
の
中
に
は
磁
石
式
発
電
機

が
入
っ
て
い
て
、
ハ
ン
ド
ル
を

回
す
こ
と
で
電
気
信
号
が
流

れ
、
交
換
手
の
い
る
電
話
局
へ

と
つ
な
が
る
仕
組
み
で
す
。
電

話
局
か
ら
は
交
流
電
流
を
加
入

者
に
送
っ
て
正
面
の
ベ
ル
を
鳴

ら
し
ま
し
た
。
脇
に
掛
か
っ
て

い
る
受
話
器
（
ス
ピ
ー

カ
ー
）
を
取
り
耳
に
当

て
て
相
手
の
声
を
聞

き
、
話
す
と
き
は
箱

の
上
か
ら
突
き
出
た

ラ
ッ
パ
状
の
送
話
器

（
マ
イ
ク
）
に
向
か
っ

て
話
し
ま
す
。

三

　
受
話
器
と
送
話
器
は
や
が
て

一
体
化
さ
れ
て
、
現
代
の
電
話

機
の
形
に
な
っ
て
い
く
の
で
す

が
、
両
端
に
受
話
器
と
送
話
器

を
備
え
た
今
で
も
、
私
た
ち
は

普
通
に
送
話
器
の
部
分
を
省
略

し
て
「
受
話
器
」
と
呼
ん
で
い

る
の
は
興
味
深
い
で
す
ね
。

　

三
河
内
郷
土
資
料
室
で
は
、

紹
介
し
た
電
話
機
や
懐
か
し
の

黒
電
話
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
昔
の
道
具
に
触
れ
て
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

《
三
河
内
郷
土
資
料
室
》

■ 

入
館
料　

一
般
１
５
０
円

（
中
学
生
以
下
無
料
）

■ 

開
館
日
時　

土
・
日
曜
日

午
後
１
時
～
５
時

※ 

年
末
年
始
を
除
く

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

デ
ル
ビ
ル
磁
石
式
乙
号
卓
上
電
話
機
（
大
正
期
）

A LT リレーコラム  ［第 129 回　美しい季節に魅せらせて　by レセンデズ・ヴィヤレアル・ルビィ・ヨランダ］　COLUMN

さん、こんにちは、江陽中学校 ALT のルビィ
です。月日が過ぎるのは早く、瞬く間に 12

月となり、今年も残すところわずかとなりました。
　寒い冬となりましたが、皆さん元気にお過ごしで
しょうか。与謝野町の冬は、年中温暖な気候で知
られる故郷アメリカのカ
リフォルニア州と比べる
と大変寒く、厳しい季節
ですが、その反面、美し
い雪を見ることができる
うれしい季節でもありま
す。
　雪や紅葉など、日本の
四季の変化に伴う自然の
大きな変化は世界的にも
珍しく、また美しい光景
を作り出すと言われていますが、今年の秋の紅葉は
特にきれいで印象的でした。秋に山へハイキングに
出かけた際には、色とりどりの美しく紅葉したもみ
じを各所で目にし、その美しさに思わず目を奪われ
ました。また、秋は過酷な日本の夏に疲弊した身体

に安らぎを与えてくれる、大変過ごしやすい季節で
もあります。日本の夏は、故郷の夏と比べ、とても
多湿であり、常に汗が噴き出す過酷な季節です。故
郷の夏は高温ではあっても乾燥しており、快適で過
ごしやすい季節なのです。

　しかし、厳しい夏の次には、
過ごしやすい秋、同じく厳し
い冬の次には、過ごしやすい
春と日本の四季はうまく変化
しているなとも思います。他
にも日本には四季に応じたさ
まざまな季節限定の商品があ
り、これらも季節の変化に合
わせた楽しみの 1 つになって
います。
　私たち夫婦が来日して、１

年が過ぎました。言葉の壁など大変なこともありま
したが、日本で得たすべての時間と経験にとても感
謝しています。これからも日本各地に旅行し、日本
の美しい自然と触れ合えたらと思っています。これ
からもよろしくお願いします。

皆

有名な竹田城跡では美しい雲海が広がっていました！
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国民健康保険の適正化にご協力をお願いします
　
次
の
よ
う
な
場
合
、
国
保
へ
の
届
け
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し
て
利
用
し
て

い
る
場
合
も
手
続
き
が
必
要
で
す
。

《
国
保
に
加
入
す
る
と
き
》

■ 

他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た

■ 

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
、
ま
た

は
被
扶
養
者
か
ら
は
ず
れ
た

■ 

子
ど
も
が
産
ま
れ
た

■ 

生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た

《
国
保
を
脱
退
す
る
と
き
》

■ 

他
市
町
村
へ
転
出
し
た

■ 

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
、
ま

た
は
被
扶
養
者
に
な
っ
た

■ 

死
亡
し
た

■ 

生
活
保
護
を
受
け
た

《
そ
の
他
》

■ 

住
所
、
氏
名
、
世
帯
主
が
変
わ
っ
た

■ 

就
学
の
た
め
他
市
町
村
へ
転
出
す
る

■ 

世
帯
分
離
、
世
帯
合
併
を
し
た

　
交
通
事
故
等
に
あ
っ
た
場
合

　
万
が
一
、
交
通
事
故
等
に
あ
っ
た
場
合

は
、
保
険
証
を
使
用
で
き
ま
す
が
、
必
ず

役
場
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
交
通

事
故
等
の
よ
う
な
第
三
者
に
よ
る
行
為
に

よ
っ
て
ケ
ガ
を
し
た
場
合
は
、
原
則
、
そ

の
加
害
者
に
医
療
費
を
負
担
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
早
期
の
治
療
優

先
の
た
め
、
い
っ
た
ん
保
険
証
の
使
用
を

認
め
て
い
ま
す
。
な
お
、
後
日
、
国
保
か

ら
加
害
者
に
請
求
し
ま
す
。

▼ 

一
人
あ
た
り
の
医
療
費
が
増
加
傾
向

　
誰
も
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

保
険
制
度
を
維
持
す
る
た
め
に
、
一
人
ひ

と
り
が
医
療
機
関
等
の
適
正
受
診
、
特
定

健
診
や
各
種
検
診
の
積
極
的
な
受
診
に
よ

り
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
、
予
防

と
健
康
づ
く
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼ 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
先
発
医
薬

品
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
販
売
さ
れ
る
同

じ
有
効
成
分
を
持
つ
比
較
的
安
い
薬
の
こ

と
で
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
用

す
る
こ
と
で
、
医
療
費
の
節
減
に
な
り
ま

す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え

を
す
る
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 
柔
道
整
復
師
（
接
骨
院
・
整
骨
院
）
の

施
術
に
は
保
険
証
の
使
え
る
場
合
と
使
え

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

　
国
保
適
用
範
囲
の
誤
解
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
誤
っ
た
受
診
と
な
っ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
施
術
を
受
け
る
前
に
確
認
し

て
、
正
し
く
施
術
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

《
保
険
証
が
使
え
る
場
合
》

ね
ん
挫
、
打
撲
、
肉
離
れ
、
骨
折
、
脱
臼

の
応
急
手
当

《
医
師
の
同
意
書
が
あ
る
場
合
に
保
険
証

が
使
え
る
場
合
》　

骨
折
、
脱
臼

《
保
険
証
が
使
え
な
い
場
合（
全
額
自
己
負
担
）》

・
日
常
生
活
に
お
け
る
単
純
な
疲
労
や
肩

こ
り
、
腰
痛
、
体
調
不
良
な
ど

・
神
経
痛
、
リ
ュ
ウ
マ
チ
、
関
節
炎
、
ヘ

ル
ニ
ア
な
ど
病
気
が
原
因
の
痛
み

・
保
険
医
療
機
関
で
治
療
中
の
も
の
等

　
会
社
を
退
職
し
て
、

　

国
保
に
加
入
す
る
と
き

　
資
格
喪
失
日
が
分
か
る
書
類
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
退
職
し
た
事
業
所
か
ら
資
格

喪
失
証
明
書
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
社
会
保
険
等
の
被
扶
養
者
に

　

な
れ
ま
せ
ん
か
？

　
例
え
ば
、
お
子
さ
ん
が
職
場
の
健
康
保

険
に
加
入
し
、
そ
の
世
帯
に
同
居
す
る
方

の
収
入
が
一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
、
お
子

さ
ん
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
に
な
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
お
子
さ

ん
の
保
険
料
が
増
加
す
る
こ
と
な
く
、
国

保
喪
失
に
よ
り
国
保
税
も
か
か
ら
な
い
た

め
、
こ
の
よ
う
な
例
に
該
当
し
な
い
か
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
加
入
条
件
等
に

つ
い
て
は
、
勤
め
先
ま
た
は
加
入
し
て
い

る
健
康
保
険
の
保
険
者
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※ 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て

い
る
方
は
該
当
し
ま
せ
ん

国
民
健
康
保
険
（
以
下
、「
国
保
」）
は
、
病
気
や
ケ
ガ
の
と
き
に
安
心
し
て
医
療
機
関

等
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
で
お
金
を
出
し
合
い
、
助
け
合
う
と
い

う
制
度
で
す
。
し
か
し
、
医
療
の
高
度
化
に
伴
う
医
療
費
の
増
加
に
よ
り
厳
し
い
財
政

運
営
と
な
っ
て
い
ま
す
。
適
正
な
国
保
運
営
を
行
う
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　
問　
保
健
課 

☎
４
３・９
０
２
２

国
保
へ
の
加
入
・
脱
退
の

届
け
出
は
忘
れ
ず
に

次
の
事
項
に
該
当
し
な
い
か

確
認
を
お
願
い
し
ま
す

医
療
費
の
適
正
化
に
ご
協
力
を

転出等または職場の健康保険に加入し
た場合、国保を脱退する届け出をしな
いと国保の資格が残ったまま保険税が
二重にかかります。
国保資格を喪失した場合、直ちに保険
証の使用を中止し返却してください。

（資格喪失後に国保の保険証を使って
受診したとき、医療費の７割または８
割を後日請求する場合があります）

■ 

■

注意してください！

保険税の納付は便利な口座振替をご利用ください

京都大学文学研究科哲学専修　准教授
理化学研究所革新知能統合研究センター
因果推論チーム 客員研究員

大
お お つ か

塚 淳
じゅん

氏

講
師

リベラルアーツ講座

日日
時

12 月21
午後７時～８時 30 分（受付時間：午後６時 30 分～）

会
場

生涯学習センター知遊館
（与謝野町字岩滝 2271 番地）

テ
ー
マ
・
内
容

哲学と統計学との対話から考える
「正しさ」の在り方とは

統計学が隅々にまで浸透した現代社会の課題に、哲学も
向き合う必要があるとする大塚氏に根拠づけの困難な

「正しさ」の在り方を学ぶ講座です。

※ 受講無料

問
・
申

【受付時間】
午前 10 時～午後４時

一般社団法人プレイス（業務受託業者）

090-9866-0190☎
info@yosano-univ.jp 【受付時間】

24 時間受け付け

1979 年、東京都生まれ。2011 年京都大学大学院文学研究科哲学専攻博士後期課程を修了、
2014 年インディアナ大学科学史科学哲学科博士号、同大学応用統計学修士号を取得。日本学術
振興会海外特別研究員、神戸大学大学院人文学研究科准教授などを経て、2017 年から現職。著
書に「The Role of Mathematics in Evolutionary Theory（ケンブリッジ大学出版局）」、「統
計学を哲学する（名古屋大学出版会）」がある。

● 講師プロフィール

よさのみらい大学
ホームページ

講
座
開
講
レ
ポ
ー
ト

　
11
月
23
日
、
株
式
会
社
ロ
ー
カ
ル
フ

ラ
ッ
グ
の
濱は

ま

田だ

祐ゆ
う

太た

氏
を
講
師
に
迎

え
、「
ロ
ー
カ
ル
フ
ラ
ッ
グ
と
考
え
る

与
謝
野
町
の
ま
ち
づ
く
り
～
誇
れ
る
地

域
を
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
～
」
の
最
終

回
と
な
る
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ゼ
ミ
形
式
の
３
回
連
続
講
座
で
は
、

１・
２
回
目
に
講
師
の
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
を
学
び
、
町
の
も
っ
た
い
な
い

こ
と
を
考
え
る
ア
イ
デ
ア
出
し
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
。
最
終
回
は
受
講
生

が
ア
イ
デ
ア
を
シ
ー
ト
に
書
き
出
し
、

自
身
が
取
り
組
む
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

を
発
表
し
ま
し
た
。受
講
生
か
ら
は「
参

加
者
間
で
議
論
が
で
き
る
講
座
は
と
て

も
よ
か
っ
た
」「
本
格
的
な
ゼ
ミ
活
動

に
も
な
る
と
良
い
と
思
う
」
と
い
っ
た

感
想
が
聞

か
れ
、
ま

ち
の
未
来

を
考
え
る

だ
け
で
な

く
、
受
講

生
同
士
の

交
流
を
深

め
る
き
っ

か
け
に
も

な
り
ま
し

た
。

アクションプランを発表した受講生の皆さん

（水）
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子どもたちの成長を願って
町立こども園・保育所の４園（所）へ絵本を寄贈 問　子育て応援課 ☎ 43-9024

　
11
月
17
日
、
お
の
え
メ
モ
リ
ア
ル

株
式
会
社
様
（
尾お

上の
え
雄ゆ

う
紀き

代
表
取
締

役
）
か
ら
、
つ
ば
き
こ
ど
も
園
・
の

だ
が
わ
こ
ど
も
園
・
山
田
保
育
所
・

石
川
保
育
所
に
ぞ
れ
ぞ
れ
絵
本
を
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
寄
贈
は
、

11
月
６
日
に
同
社
の
だ
が
わ
ホ
ー
ル

（
石
川
）
で
町
内
の
５
軒
の
農
家
と

開
催
さ
れ
た
「
加
悦
谷
野
菜
市
」
の

売
上
金
を
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
還

元
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
行
わ
れ
た

も
の
で
、
今
回
で
２
回
目
と
な
り
ま

す
。

　
同
日
、
つ
ば
き
こ
ど
も
園
で
は
寄

贈
式
を
開
催
。
尾
上
さ
ん
か
ら
絵
本

を
受
け
取
っ
た
年
長
児
は
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
元
気
に
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
、
お
礼
と
し

て
同
園
で

実
施
し
た

焼
き
芋
大

会
の
焼
き

芋
を
手
渡

し
て
い
ま

し
た
。
こ

の
度
の
寄

贈
、
誠
に

あ
り
が
と

う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

尾上さん（中央）とつばきこども園の園児たち

児童の登下校の安全確保を目指して
町立小学校にライト付き防犯ブザーを贈呈 問　学校教育課 ☎ 43-9025

　

10
月
12
日
、
宮
津
防
犯
協
会
（ 

今い
ま
井い

一か
ず
雄お

会
長
）
か
ら
、
町
内
の
６

小
学
校
の
児
童
に
ラ
イ
ト
付
き
防
犯

ブ
ザ
ー
（
以
下
、「
防
犯
ブ
ザ
ー
」）

を
贈
呈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
贈

呈
は
、
児
童
に
防
犯
ブ
ザ
ー
を
配
布

し
、
不
審
者
に
遭
遇
し
た
場
合
の
吹

鳴
や
ラ
イ
ト
点
灯
機
能
を
活
用
し
た

登
下
校
時
の
交
通
事
故
防
止
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
同
日
、
町
内
の
小
学
校
を
代
表
し

て
山
田
小
学
校
で
贈
呈
式
が
あ
り
、

今
井
会
長
か
ら
児
童
会
長
の
永な

が
井い

瑞み
ず

希き

さ
ん
（
６
年
）
に
防
犯
ブ
ザ
ー
が

渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
の
贈
呈
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※ 

１
年
生
は
入
学
時
に
贈
呈
を
受
け
て
お

り
、
今
回
は
２
～
６
年
生
（
９
４
２
人
）

に
贈
呈
い
た
だ
き
ま
し
た

防犯ブザーを受け取る永井さん（右）

やさしさと思いやりの心を育む
人権の花運動

　
10
月
27
日
、
加
悦
小
学
校
で
人
権
の
花

運
動
の
植
付
式
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
運

動
は
、
花
を
育
て
る
こ
と
を
通
し
て
、
生

命
の
尊
さ
を
実
感
し
友
だ
ち
と
協
力
し
合

う
大
切
さ
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
、
毎
年
町
内
の
小
学
生
を
対
象
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
加
悦
小
学
校
３
年
生
の
43
人
が

参
加
。
児
童
た
ち
は
、
与
謝
野
町
人
権
擁

護
委
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
人
形
劇
で
人
権

に
関
す
る
お
話
と
、
身
近
な
人
に
相
談
で

き
な
い
悩
み
を
人
権
擁
護
委
員
に
相
談
す

る
方
法
「
人
権
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ
ニ
レ
タ
ー
」
を

教
え
て
も
ら
い
、
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
法
務
局
・
人
権
擁
護
委
員
・

北
部
５
市
２
町
で
構
成
す
る
丹
後
・
中
丹

人
権
啓
発
活
動
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

議
会
か
ら
人
権
の
花
「
ス
イ
セ
ン
」
の
球

根
が
児
童
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
児
童
た
ち

は
人
権
擁
護
委
員
か
ら
球
根
の
植
え
付
け

方
を
教
わ
り
な
が
ら
、
仲
良
く
土
を
分
け

合
っ
て
植
木

鉢
に
植
え
付

け
を
し
ま
し

た
。
ス
イ
セ

ン
は
、
令
和

５
年
２
～
３

月
に
開
花
し

ま
す
。

問　住民環境課 ☎ 43-9030

植木鉢に球根を植え付ける児童たち

　10 月 18 日、山田保育所の年長・年中の園児 22 人が京
都丹後鉄道与謝野駅構内の花壇にチューリップの球根を植え
付けました。この取り組みは 10 年以上続いており、球根を
手にした園児たちは、京都丹後鉄道の職員に教わりながら球
根を植え付けたのち、目印となる看板に思い思いの絵を描い
ていました。来年の５月には約 300 本の赤や黄色のチュー
リップが駅を彩ります。

チューリップの球根をたくさん植えたよ

暮らしやすい地域をつくるために
見守りネットワーク情報伝達訓練

　
10
月
24
日
、
四
辻
地
区
内
で
認

知
症
の
行
方
不
明
者
発
生
時
に
円

滑
に
情
報
伝
達
で
き
る
体
制
の
充

実
を
図
る
こ
と
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
用
い

た
捜
索
機
器
の
利
用
検
証
を
行
い

普
及
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
伝
達

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
警
察
へ
の
届
け
出

の
方
法
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
の
説
明
を

受
け
た
後
、
四
辻
区
内
を
歩
き
認

知
症
高
齢
者
役
を
探
し
、
声
掛
け

を
体
験
。
高
齢
者
役
が
建
物
の
中

に
入
る
こ
と
で
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
が
ど

の
よ
う
な
反
応
を
示
す
の
か
の
検

証
も
行
い
、捜
索
す
る
方
々
も「
ま

さ
か
こ
ん
な
所
に
入
り
込
む
な
ん

て
」
と
予
想
も
し
な
か
っ
た
場
所

問　福祉課（地域包括支援センター） ☎ 43-9021

を
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
を
使
用
す
る
こ
と

で
捜
索
す
る
こ
と
が
で
き
、
発
見

へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
認
知
症
に
よ
る
徘
徊
で
行
方
不

明
に
な
る
と
、
時
間
の
経
過
と
と

も
に
命
を
脅
か
す
危
険
性
が
高
ま

り
、
早
期
発
見
・
早
期
保
護
が
大

変
重
要
で
す
。
捜
索
に
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ

機
器
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
住
民

の
方
の
力
が
と
て
も
重
要
で
す
。

日
ご
ろ
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
認
知
症
へ
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
、
認
知
症
の
方
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
今
回

の
訓
練
で
初
動
の
対
応
の
大
切
さ

や
地
域
住
民
の
協
力
が
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
を
改
め
て
学
ぶ
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

深
め
よ
う
、
認
知
症
へ
の
理
解

　
近
年
、
認
知
症
は
身
近
な
病
気

と
な
り
ま
し
た
。
与
謝
野
町
で
は

認
知
症
に
な
っ
て
も
地
域
で
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
に
、「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
で
理
解

を
深
め
る
活
動
も
行
っ
て
い
ま

す
。
講
座
を
ご
希
望
の
方
は
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

高齢者役を捜索する様子

認知症の人への接し方

１
２
３
４
５
６
７

▶ ７つのポイント

まずは、さりげなく様子を見守る
自然な笑顔で、余裕を持って
できるだけ一人で声かけを
声をかけるときは、相手の視野にはいってから
相手と目線を合わせてやさしい口調で
おだやかにゆっくり、はっきりと
せかさず、相手の言葉に耳を傾けて

▶ 「３つのない」プラス１

・驚かせない
・急かさない
・否定しない
・自尊心を傷つけない

チューリップの球根を植え付ける園児たち
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町の歴史文化を守る・活かす・受け継ぐ
与謝野町文化財保存活用地域計画 問　社会教育課 ☎ 43-9026

　
文
化
財
の
保
存
・
活
用
を
ま
と
め

た
与
謝
野
町
文
化
財
保
存
活
用
地
域

計
画
（
以
下
、「
地
域
計
画
」）
が
、

７
月
22
日
、
文
化
庁
の
認
定
を
受
け

ま
し
た
。

　
文
化
財
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
過

疎
化
・
少
子
高
齢
化
等
の
社
会
状
況

の
変
化
を
背
景
に
、
各
地
域
の
貴
重

な
文
化
財
の
滅
失
・
散
逸
等
の
防
止

が
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
計
画
は
、
従
来
価
値
付
け
が
明

確
で
な
か
っ
た
未
指
定
を
含
め
た
有

形
・
無
形
の
文
化
財
を
ま
ち
づ
く
り

に
生
か
し
つ
つ
、
文
化
財
継
承
の
担

い
手
を
確
保
し
、
地
域
社
会
総
が
か

り
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
の
で
き

る
体
制
づ
く
り
を
整
備
し
、
文
化
財

の
保
存
と
活
用
を
推
進
す
る
た
め
の

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
か
つ
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
で
す
。

▼ 

地
域
計
画
の
内
容

　
文
化
財
の
基
礎
調
査
の
実
施
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
よ
り
多
く
の
方
々

に
文
化
財
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら

う
た
め
に
、
関
連
文
化
財
群
や
文

化
財
保
存
活
用
区
域
を

設
置
し
活
用
す
る
こ
と

で
、
文
化
財
保
護
の
仲

間「
文
化
財
思
い
び
と
」

を
増
や
し
て
い
く
こ
と

を
記
し
て
い
ま
す
。
計

画
期
間
は
令
和
４
～
８

年
度
の
５
ヵ
年
で
す
。

与
謝
野
町
の
文
化
財
保

護
行
政
は
、
こ
の
地
域

計
画
に
基
づ
い
て
実
施

し
て
い
き
ま
す
。
な
お

地
域
計
画
の
詳
細
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ご
覧
い

た
だ
け

ま
す
。

町ホームページ

地域計画に記載している７つ関連文化財群

通行の安全性向上を目指して
主要地方道宮津養父線岩屋峠（第一工区）完成式

　
11
月
19
日
、
野
田
川
体
育
館
に
お
い

て
主
要
地
方
道
宮
津
養
父
線
岩
屋
峠

（
第
一
工
区
）
の
完
成
式
を
、
京
都
府

や
兵
庫
県
な
ど
多
く
の
関
係
者
出
席
の

も
と
執
り
行
い
ま
し
た
。
同
峠
は
、
宮

津
市
か
ら
与
謝
野
町
、
兵
庫
県
豊
岡
市

を
経
て
養
父
市
を
結
び
、
沿
線
地
域
の

生
活
や
経
済
活
動
を
担
う
重
要
な
幹
線

道
路
で
す
。し
か
し
、急
こ
う
配
で
カ
ー

ブ
が
連
続
し
、
積
雪
等
に
よ
る
通
行
困

難
や
異
常
気
象
時
に
通
行
止
め
に
な
る

な
ど
、
安
全
通
行
に
大
き
な
課
題
を
抱

え
て
い
ま
し
た
が
、
今
般
、
そ
の
一
部

の
４
２
０
メ
ー
ト
ル
が
供
用
開
始
と
な

り
ま
し
た
。

　
完
成
式
は
、
の
だ
が
わ
こ
ど
も
園
の

園
児
た
ち
に
よ
る
歌
の
披
露
か
ら
始
ま

り
、
山
添
町
長
か
ら
「
事
業
推
進
に
尽

力
・
協
力
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
皆
様

に
感
謝
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
最
後

に
、
山や
ま
ざ
き﨑

政ま
さ

巳み

岩
屋
区
長
が
「
念
願
で

あ
っ
た
第
一
工
区
の
完
成
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
、感
謝
の
念
が
つ
き
ま
せ
ん
」

と
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

現
場
に
移
動
し
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い

完
成
を
祝
い
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
事

業
に
よ
り
「
自
動
車
交
通
の
円
滑
化
や

大
型
車
離
合
困
難
の
解
消
」「
冬
季
積

雪
時
・
凍
結
時
等
の
走
行
性
・
安
全
性

向
上
」な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問　建設課 ☎ 43-9014

《
第
一
工
区
の
事
業
概
要
》

■ 

事
業
期
間　

平
成
26
年
度
～
令
和

４
年
度

■ 

事
業
費　
約
８
億
円

■ 

延
長　
４
２
０
メ
ー
ト
ル

■ 

幅
員　
５
・
５
メ
ー
ト
ル
（
全
体
完

成
時
に
は
追
越
車
線
を
設
置
予
定
）

テープカットの様子

空き家の適切な維持管理を行いましょう
空家総合対策窓口 問　総務課 ☎ 43-9010

　
空
き
家
は
、
そ
の
所
有

者
や
管
理
者
の
責
任
に
お

い
て
適
切
に
管
理
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
す
。し
か
し
、

降
雪
期
に
は
屋
根
の
雪
が

放
置
さ
れ
て
建
物
が
倒
壊

し
た
り
、
空
き
家
か
ら
落

下
し
た
雪
が
近
隣
に
危
害

を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
た
と
え
雪
と
い
う
自

然
現
象
が
原
因
だ
と
し
て

も
、
空
き
家
を
放
置
し
他

人
に
損
害
を
与
え
た
場
合

は
、
空
き
家
の
所
有
者
や

管
理
者
が
損
害
賠
償
責
任

を
問
わ
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　
空
き
家
の
所
有
者
・
管

理
者
の
方
に
は
、
迷
惑
な

空
き
家
に
な
ら
な
い
よ

う
、
雪
の
処
理
は
業
者
に

依
頼
す
る
、
ま
た
は
近
隣

住
民
の
方
に
お
願
い
で
き

る
場
合
は
事
前
に
お
願
い

し
て
お
く
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

《
空
家
総
合
相
談
窓
口
》

総
務
課（
空
家
対
策
担
当
）

☎
４
３・９
０
１
０

空
き
家
管
理
の

　

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

● 

空
き
家
が
管
理
不

全
な
状
態
に
な
ら
な
い

よ
う
、
盆
、
正
月
、
法

事
の
際
な
ど
、
相
続
が

発
生
す
る
前
か
ら
家
族

全
員
で
早
め
に
相
談

し
、
大
切
な
財
産
を

し
っ
か
り
引
き
継
ぎ
ま

し
ょ
う
。

● 

相
続
し
た
不
動
産

を
売
却
す
る
た
め
に

は
、
相
続
登
記
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
空
き
家

等
の
問
題
を
後
世
に
繰

り
延
べ
て
複
雑
化
さ
せ

な
い
た
め
に
も
、
相
続

登
記
を
行
い
適
切
な
維

持
管
理
に
つ
な
げ
ま

し
ょ
う
。

● 

相
続
登
記
の
手
続

き
は
、
司
法
書
士
等
の

専
門
家
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

直線的に伸び消雪パイプが設置された岩屋峠

最期まで自分らしく生きる在宅医療・介護
与謝野町在宅医療・介護連携事業セミナー 問　福祉課（地域包括支援センター） ☎ 43-9021

　
11
月
23
日
、
知
遊
館
に
お

い
て
、
多
職
種
が
協
働
し
て

地
域
で
支
え
て
い
る
支
援
体

制
の
周
知
と
、
最
期
ま
で
自

分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
を
考

え
る
機
会
と
し
て
「
あ
な
た

の
望
み
を
か
な
え
た
い
～
そ

れ
ぞ
れ
の
終
い
支
度
を
考
え

よ
う
～
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
前
半
は
「
も
し
も
の
と
き

ど
の
よ
う
な
在
宅
医
療
と
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
」
と
題
し
て

の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
。
実
際
の
事
例
を
も
と
に

病
院
、
訪
問
診
療
医
、
居
宅

介
護
支
援
、
訪
問
看
護
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
安
心
し

て
自
宅
療
養
で
き
る
「
支
援

内
容
や
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
に

つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
実
際
に
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
ご
家
族
の
声
と
し

て
「
在
宅
医
療
を
支
え
て
く

れ
る
制
度
が
与
謝
野
町
に
あ

る
こ
と
は
、
住
民
に
と
っ
て

心
強
い
と
思
い
ま
す
」
と
紹

介
。
最
後
に
、
座
長
の
い
と

う
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
伊い

藤と
う

剛つ
よ
し

院
長
は
「
在
宅
療
養
が
す
べ

て
で
は
な
く
、
個
人
や
家
族

に
応
じ
た
療
養
形
態
を
探
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
」
と
締

め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
後
半
に
は
、
与
謝
医
師
会

常
務
理
事
の
日ひ

置お
き

潤じ
ゅ
ん

也や

先

生
か
ら
人
生
会
議
の
日
（
11

月
30
日
）
に
併
せ
て
、
終
末

期
に
お
い
て
自
身
の
意
思
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
人
は

３
割
と
い
う
こ
と
か
ら
「
事

前
指
示
書
を
活
用
し
て
今
の

気
持
ち
や
揺
れ
る
思
い
を
確

認
し
て
、
最
期
ま
で
自
分
ら

し
く
生
き
る
こ
と
を
考
え
る

機
会
に
し
て
ほ
し
い
」
と

啓
発
い
た

だ
き
ま
し

た
。

パネラーの皆さん
与謝医師会
ホームページ
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入札日 工事等の名称 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

（千円 / 税抜）
落札金額

（千円 / 税抜）
落札率
（％） 期間

10/ ３ 三河内・市場・山田小学校トイレ改
修工事設計監理業務委託

三河内地内
他 ４者 一級建築士事務所浪江建築事

務所　 3,811 ― 3,500 91.84 R4/10/7
～ R5/3/31

10/ ３ 逆ネスティングボックス購入 加悦奥地内 ３者 志摩機械株式会社 非公表 ― 3,900 ― R4/10/8
～ R5/2/14

10/ ６ 与謝野町消防団第２分団車庫詰所造
成工事 弓木地内 ８者 江笠建材株式会社 12,797 11,469 11,459 89.62 R4/10/14

～ R5/3/15

10/24 幾地旧府道線測量設計業務委託 幾地地内 15 者 株式会社サンワコン京都支店 6,359 ― 5,700 89.64 R4/11/1
～ R5/3/10

10/27 鹿の熊線道路災害復旧工事
（４災 3301） 滝地内 ５者 足立石油株式会社 2,333 2,084 2,084 89.33 R4/11/2

～ R5/2/10

10/27 下山田浄水場ろ過砂補充等工事 下山田地内 ５者 株式会社三野工務店 1,740 1,564 1,564 89.89 R4/11/3
～ R5/3/15

10/27 山手線舗装改良（その１）工事 弓木地内 ３者 株式会社田中工務店 34,467 31,017 31,017 89.99 R4/11/3
～ R5/2/28

10/27 男山線他区画線設置工事 男山地内他 ３者 西田工業株式会社 2,563 2,262 2,262 88.26 R4/11/3
～ R5/1/20

10/31 市場小学校屋根等改修工事 幾地地内 ２者 株式会社上山工務店 10,150 9,241 9,265 91.28 R4/11/8
～ 12/23

10/31 加悦小学校屋根等改修工事 加悦地内 ２者 株式会社上山工務店 9,300 8,448 8,489 91.28 R4/11/8
～ 12/23

10  月入札結果 問　総務課 ☎ 43-9010薬物乱用は
「ダメ。ゼッタイ。」

薬物乱用は、周囲の人
から誘われて、好奇心
や興味本位で手を染め
るケースが多く見られ
ます。薬物乱用に対す
る理解を深め、絶対に
手を出さないという自
覚が大切です。

消費生活　
Information 模倣品に関するトラブルにご注意

　令和４年10月から模倣品に関する取り締まりが強化されました。
インターネット通販等で海外の事業者が発送した商品は、税関で模
倣品と判断された場合は、個人の注文でも没収され商品を受け取る
ことができなくなりました。この場合、購入した商品が模倣品と知
らなくても、商品は届かず、お金も返ってきません。海外からブラ
ンド商品を購入する際は、購入サイトの口コミを検索するなど、疑
わしい場合は正規店で購入しましょう。
　消費者トラブルはひとごとではありません。自分は大丈夫と思いこまず、不安に思った場合やトラブ
ルになった場合は消費生活センターにご相談ください。
問　宮津与謝消費生活センター ☎ 22-2127 ／ 消費者ホットライン ☎ 188

地域おこし協力隊通信 73

宮
津
天
橋
高
校
加
悦
谷
学

舎
（
以
下
、「
加
悦
谷
」）
で

活
動
し
て
い
る
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
長は

谷せ

川が
わ

で
す
。
今

回
は
、
加
悦
谷
で
実
施
し
て

い
る
「
総
合
的
な
探
究
の
時

間
（
以
下
、「
総
探
」）」
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

総
探
は
今
年
度
か
ら
本
格

的
に
実
施
さ
れ
た
科
目
で
、

思
考
力
、
判
断
力
そ
し
て
表

現
力
を
伸
ば
す
た
め
に
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
取
り
組
み
の

内
容
は
学
校
の
裁
量
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
加
悦
谷

の
総
探
で
は
、
ア
ク
シ
ョ
ン

し
や
す
い
よ
う
に
地
域
を
舞

台
に
し
ま
す
。
加
悦
谷
で

は
、「
地
域
へ
の
恩
返
し
（
貢

献
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し

て
、
３
年
か
け
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
他
の
授
業
と
の

大
き
な
違
い
は
、「
自
分
た

ち
で
考
え
て
実
践
す
る
」
と

こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
教
員
は

生
徒
の
考
え
を
引
き
出
し
た

り
、
ス
ム
ー
ズ
に
活
動
す
る

た
め
の
フ
ォ
ロ
ー
を
し
た
り

す
る
だ
け
。「
何
が
し
た
い

か
」
や
「
何
を
す
る
か
」
は

生
徒
が
自
分
で
決
め
て
い
き

ま
す
。

今
、
３
年
生
が
ま
さ
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
先
行
実
施

の
た
め
、
①
地
域
へ
貢
献
、

②
地
域
の
子
ど
も
た
ち
へ
の

貢
献
、
そ
し
て
、
③
学
校
に

貢
献
の
３
つ
の
テ
ー
マ
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
小
学
生
た

ち
と
遊
ぶ
時
間
を
設
け
る
、

与
謝
野
駅
の
清
掃
や
校
内
購

買
の
設
置
の
た
め
に
地
域
の

事
業
者
さ
ん
へ
お
願
い
に
行

く
な
ど
、
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
実
施

の
た
め
に
は
、
関
係
先
の
許

可
を
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
、
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
を

取
っ
た
り
、
打
ち
合
わ
せ
に

行
っ
た
り
の
す
べ
て
を
生
徒

が
こ
な
し
て
い
ま
す
。当
然
、

提
案
が
断
ら
れ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
、
す
べ
て
が
順
調

に
進
む
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
そ
う
い
っ
た
経
験
す

べ
て
が
学
び
と
な
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
何
か
成
果
物
が
生

ま
れ
れ
ば
よ
い
で
す
が
、
頭

で
考
え
た
こ
と
を
行
動
に
移

し
て
み
た
、
第
三
者
に
会
っ

て
み
た
、
そ
う
い
っ
た
経
験

を
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大

事
だ
と
考
え
ま
す
。

　
「
社
会
の
リ
ア
ル
」
を
感

じ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
か

ら
、
事
前
に
教
員
か
ら
関
係

者
に
連
絡
は
せ
ず
、
生
徒
が

直
接
連
絡
し
て
い
ま
す
。
突

然
の
連
絡
か
つ
、
言
葉
が
足

り
な
い
こ
と
も
多
く
、
先
方

に
は
非
常
に
多
く
の
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、

丁
寧
に
対
応
く
だ
さ
る
方
々

が
多
く
、
本
当
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
こ
う

い
っ
た
機
会
が
増
え
て
い
き

ま
す
が
、
皆
様
ど
う
か
温
か

い
目
で
見
守
っ
て
い
た
だ
き

つ
つ
、
時
に
叱し
っ

咤た

激
励
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

魅力化コーディネーター 長谷川隊員 問　社会教育課 ☎ 43-9026

関
係
者
の
皆
さ
ん
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の

様
子

町 政  News & Information

町内に配布している広報紙には
掲載しています。

町内に配布している広報紙には
掲載しています。

※ この欄で紹介する出生とお悔やみは、10 月 16 日から 11 月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届け出の際に希望された方のみを掲載しています。

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

令和４年 10 月末現在
まちのうごき

人　口	20,272 人（－ 19）

　男　	19,709 人（＋２）

　女　	10,563 人（－ 21）

世帯数	 8,943 戸（－ 10）
※ ( ) 内は住民基本台帳に基づく前月比
※外国人含む

お
悔
や
み

与謝野町役場 
　☎ 43-9000（代表）

総務課
　☎ 43-9010 
防災安全課 
　☎ 43-9011
商工振興課
　☎ 43-9012
会計室
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015
観光交流課
　☎ 43-9016
加悦庁舎 
　☎ 43-9001（代表）

税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林課
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
CATV センター
　☎ 43-9028
野田川庁舎
　☎ 43-9002（代表）

住民環境課
　☎ 43-9030
上下水道課
　☎ 43-9031
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高齢者等住宅除雪費高齢者等住宅除雪費
補助金補助金

土木業者等に除雪作業を依頼した
場合に費用の一部を補助します。
対象世帯　
■ 高齢者世帯（65 歳以上）
■ 母子世帯（18 歳以下の子）
■ 障害者世帯（世帯主が身体 1
～ 4 級または療育手帳、精神障
害者保健福祉手帳の所持世帯）で、
世帯全員の当該年分町民税が非課
税の世帯
対象基準　積雪量が屋根上 50cm、
または地上 30cm を超え除雪作
業を土木業者等に依頼した場合
補助金額　1 回の除雪に要した費
用の３分の２以内（限度額２万円）
　　　　写真（積雪量がわかるも
の、除雪作業中の状況）と作業に
要した費用の領収書の写しを添え
て、福祉課（☎ 43-9021）へ。
※ 可能な限り業者が作業する前
に福祉課までご連絡ください

住民票の写し等の第三住民票の写し等の第三
者交付本人通知制度者交付本人通知制度

与謝野町では、住民票や戸籍の不
正取得を防止するため、代理人や
第三者が証明書を取得した場合、
事前に登録した方に交付した事実

をお知らせする「第三者交付に係
る本人通知制度」を設けています。
詳しくは、12 月９日に各戸配布
している「住民票の写し等の事前
登録型本人通知制度のご案内」を
ご覧ください。　※ 登録は義務
ではございません。すでに登録済
みの方の手続きは不要です
　　　　住民環境課 ☎ 43-9030

京都プレミアム中食京都プレミアム中食
開発支援事業補助金開発支援事業補助金

対象事業者　京都府内に主たる事
務所を有し、食関連事業を営む中
小企業者およびこれらの事業者が
組織するグループなど
対象となる取り組み

「京もの食品」の需要拡大のため
に新たに実施する取り組み
■ 新商品の開発（農林水産物の
１次加工を除く）
■ 新たな販売手法の導入（Ｅコ
マース、移動販売、テイクアウト、
宅配サービスなど）
補助率等

【補助率】３分の２以内
【補助上限】500 千円
問・申　12 月 28 日（水）の午
後５時までに、丹後広域振興局農
商工連携・推進課（☎ 0772-62-
4305）へ。

医療従事者の医療従事者の
届け出のお願い届け出のお願い

医療従事者の資格を有する方は、
12 月 31 日現在の就業状況等の
届け出をお願いします。今年度か
ら、医療機関等に所属している方
は、所属先からオンラインにより
届け出が可能です。
提出期限　令和５年１月16日（月）
用紙による届出先
■ すべての医師・歯科医師・薬剤師
住所地または就業地のいずれかの
最寄りの保健所
■ 保健師・助産師・看護師・准看
護師・歯科衛生士・歯科技工士で
12 月 31 日現在、府内を就業地と
して業務に従事している方

【就業地が京都市内の方】
京都府健康福祉部医療課

【就業地が京都市以外の方】
就業地の最寄りの保健所
問　丹後保健所
☎ 0772-62-0361

自衛官等の自衛官等の
募集募集

【自衛官候補生】
資格　18 歳以上 33 歳未満の方
受付期間　常時受け付け
試験日　受付時にお知らせします
　　　　京丹後地域事務所
☎ 0772-64-2498

※ 掲載している情報は、11 月 29 日（火）現在のものです

募

i

問・申

i

問

お知らせページ ＝問い合わせ先
＝申込先・方法

問
申 i ＝ お知らせ 催 ＝ 催し ＝ 募集募 ＝ 相談相 ＝ 講習会・講演会講

年末年始の役場業務のお知らせ
12 月 28 日（水）～令和５年１月５日（木）までの役場業務についてお知らせします。なお、戸籍（死亡届・婚姻届など）
のみ野田川庁舎で受け付けします。

12 月 令和５年１月
28 日（水） 29 日（木） 30 日（金） 31 日（土） １日（日） ２日（月） ３日（火） ４日（水） ５日（木）

役場庁舎 〇 休 休 休 休 休 休 〇 〇

国保診療所 〇 休 休 休 休 休 休 休 〇

ごみ収集 〇 〇 〇 休 休 休 休 〇 〇

野田川衛生プラント 〇 休 休 休 休 休 休 〇 〇

クリーンセンター 〇 〇 〇 午前 8 時半
～正午 休 休 休 〇 〇

社会教育施設
（図書館・公民館等） 休 休 休 休 休 休 休 休 〇

体育館・グラウンド 〇 休 休 休 休 休 休 〇 〇

クアハウス岩滝 〇 休 〇 休 正午
～午後８時

午前 10 時
～午後８時 〇 〇 休

※ 役場庁舎休業中は、諸証明の発行や公共料金の受け取りなどはできません

家屋の新築・増築・取り壊しをされたら
ご連絡をお願いします

　「家屋」に係る固定資産税は、毎年１月１日から 12 月 31 日までに新築
または増築された家屋に対して、建築した翌年度から課税となります。ま
た、同期間に取り壊しをした場合は翌年度から課税されなくなります。
　本年中に、家屋の新築、増築または取り壊しをした方、または 12 月末
日までにする予定のある方は、税務課までご連絡のご協力をお願いします。
なお、新築または増築の場合は、家屋評価の現地調査がありますので、ご
協力をお願いします。

《家屋とは》
住宅や店舗、作業場、事務所、車庫など（プレハブを含む）の建物をいい
ます。

問　税務課 ☎ 43-9020

要介護認定者の方のおむつ代医療費控除
与謝野町から「おむつ
代の医療費控除の証
明」の交付を希望する
方は申請をお願いしま
す。この証明を添えて
所得税や町府民税の申
告をすると、税の計算
上「医療費控除」とし
て一定の金額を所得か
ら差し引くことができ
ます。

【認定申請の対象者】次のいずれにも該当する方
■ 以前の年度にもおむつ代について医療費控除を受けている方
■ 介護保険の要介護認定を受けている方（12 月末現在）

【認定の目安】介護保険制度の要介護認定を受けている方のうち、次のような状態に
ある方
■ 屋内での生活は何らかの介助を要し、日中もベッド上での生活が主体であるが座
位を保てる程度、または１日中ベッド上で過ごし、排泄、食事、着替えにおいて介助
を要する程度。（介護認定時の主治医意見書の内容に基づくため、認定できない場合
があります）

【その他】今回初めて医療費控除を申告する方は、かかりつけの医療機関で控除の証
明を受けてください。

問・申　福祉課 ☎ 43-9021

要介護認定者の方の障害者控除認定
与謝野町から「障害者
控除対象者認定書」の
交付を希望する方は申
請をお願いします。こ
の認定書を添えて所得
税や町府民税の申告を
すると、税の計算上「障
害者控除」として一定
の金額を所得から差し
引くことができます。

【認定申請の対象者】
■ 65 歳以上の方で、介護保険の要介護認定を受けている方のうち、障害者手帳をお
持ちでない方

【認定の目安】介護保険制度の要介護認定を受けている方のうち、次のような状態に
ある方　※ 主治医意見書等の内容に基づき判断するため、認定できない場合もあります
■ 屋内での生活は何らかの介助を要し、日中もベッド上での生活が主体であるが、
座位を保てる程度、または１日中ベッド上で過ごし、排泄、食事、着替えにおいて介
助を要する程度。
■ 日常生活に支障をきたすような症状や行動、意思疎通の困難さが見られ介護を必
要とする程度。

問・申　福祉課 ☎ 43-9021

問・申

i

i

問・申

問・申

京都地方税機構 丹後地方事務所
京丹後市役所 大宮庁舎 ３階
問　☎ 0772-68-1041

滞納税相談窓口

今月の納期
■ 12月28日（水）まで
固 定 資 産 税　第４期
国 民 健 康 保 険 税　第７期
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料　第６期

■ 令和５年１月４日（水）まで
介 護 保 険 料　第７期

2525 2424広報よさの DECEMBER 2022広報よさの DECEMBER 2022 広報よさの No.202広報よさの No.202



い
７
月
に
独
立
。
デ
ニ
ム
に
着
目
し
た

理
由
を
「
手
仕
事
を
後
世
に
伝
え
残
し

て
い
く
手
段
と
し
て
、
誰
も
が
知
っ
て

い
て
世
界
中
で
作
ら
れ
着
ら
れ
て
い

る
、
か
つ
日
本
が
誇
る
テ
キ
ス
タ
イ
ル

の
一
つ
で
あ
る
デ
ニ
ム
を
選
択
し
た
」

と
川
端
さ
ん
。
手
織
り
は
機
械
と
は
違

い
、
糸
使
い
や
力
加
減
に
よ
っ
て
風
合

い
や
表
情
が
変
化
す
る
こ
と
が
魅
力
だ

と
言
い
、
自
身
の
作
品
を
「
一
点
も
の

の
布
」
と
表
現
し
ま
す
。
今
後
は
「
生

地
の
展
開
だ
け
で
な
く
、
小
物
な
ど
の

完
成
品
を

作
っ
て
い

き
た
い
」

と
話
し
て

く
れ
ま
し

た
。

代
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

産
業
を
担
う
人
材

の
発
掘
と
育
成
を
テ
ー
マ
に

「
ジ
ャ
パ
ン
・
テ
キ
ス
タ
イ
ル
・

コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
２
」
が
、

10
月
12
・
13
日
の
２
日
間
に

わ
た
り
愛
知
県
一
宮
市
で
開

催
さ
れ
、
川
端
デ
ニ
ム
製
作

所
（
岩
屋
）
の
「Japanese 

exotic denim

」
が
グ
ラ
ン

プ
リ
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

応
募
総
数
１
２
９
点
（
一
般
の
部
）

の
中
か
ら
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
出
さ
れ
た

川
端
デ
ニ
ム
製
作
所
の
生
地
は
「
手
織

り
が
継
承
さ
れ
て
い
る
丹
後
産
地
の
特

長
を
生
か
し
た
裂
き
織
り
の
素
材
。
裏

面
を
表
に
し
て
提
案
が
あ
っ
た
こ
と

で
、
よ
り
一
層
表
面
感
の
魅
力
が
際

立
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
ア
イ
デ
ア

の
判
断
に
感
性
の
鋭
さ
を
感
じ
ま
し

た
」と
審
査
員
か
ら
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

手
仕
事
を
後
世
に

　

代
表
の
川か

わ
ば
た端 

晃あ
き
らさ
ん
は
和
歌
山
県

出
身
の
34
歳
。
服
飾
系
の
学
校
を
卒
業

後
、
就
職
を
き
っ
か
け
に
与
謝
野
町
に

移
住
し
、織
物
関
係
の
会
社
に
勤
め「
布

を
作
る
現
場
と
人
の
手
仕
事
」
に
魅
力

を
感
じ
、
自
身
で
布
を
作
り
た
い
と
思

め
ん
を
精
錬
前
の
生き

機ば
た
の
状
態
で
、
大

き
さ
の
違
う
ビ
ー
玉
を
使
っ
て
縛
り
精

錬
す
る
こ
と
で
強
制
的
に
凹
凸
を
表
現

し
た
も
の
。「
量
産
す
る
と
な
る
と
難

し
い
が
、
丹
後
ち
り
め
ん
技
術
の
可
能

性
を
示
す
作
品
に
仕
上
が
っ
た
」
と
生

地
を
制
作
し
た
臼う

す
井い

勇は
や

人と

さ
ん
。
今
後

は
「
洋
服
や
着
物
だ
け
で
な
く
、
丹
後

ち
り
め
ん
技
術
を
生
か
し
な
が
ら
イ
ン

テ
リ
ア
に
も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
」
と

抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

《
与
謝
野
町
内
の
受
賞
者
》

▼ 

中
小
企
業
庁
長
官
賞

絢
和
（
幾
地
）

「
ユ
ニ
バ
ー
ス
グ
ロ
ー
」

▼ 

京
都
織
物
卸
商
業
組
合
理
事
長
賞

株
式
会
社
ワ
タ
マ
サ
（
岩
屋
）

「
帯
揚 

銀
通
し 

半
菊
」

▼ 

日
本
絹
人
繊
織
物
工
業
組
合
連
合

会
理
事
長
賞

株
式
会
社
ワ
タ
マ
サ
（
岩
屋
）

「
御
召 

シ
ク
ラ
メ
ン
」

▼ 

日
本
絹
人
繊
織
物
工
業
会
会
長
賞

前
満
織
物
（
岩
滝
）

「
縫
取
り 

乱
菊
」

▼ 【
特
別
賞
】
伊
達
男
・
き
も
の
賞

株
式
会
社
ワ
タ
マ
サ
（
岩
屋
）

「
御
召 

正
六
角
」

後
の
織
物
が
一
堂
に
会
す
る

第
73
回
丹
後
織
物
求
評
会
が
、

丹
織
物
工
業
組
合
特
設
会
場
に
お
い
て

10
月
18
・
19
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
、
最
高
賞
に
あ
た
る
経
済
産
業

大
臣
賞
を
臼
井
織
物
株
式
会
社
（
下
山

田
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
求
評
会
で
は
、
組
合
員
機
業
25
業
者

か
ら
出
品
さ
れ
た
１
６
８
作
品
を
「
表

地
部
門
」「
裏
地
部
門
」「
小
物
部
門
」「
先

染
部
門
」「
テ
キ
ス
タ
イ
ル
部
門
」
の

５
部
門
に
分
け
、
来
場
者
に
よ
る
投
票

に
よ
っ
て
11
点
の
入
賞
作
品
を
決
定
。

経
済
産
業
大
臣
賞
を
獲
得
し
た
臼
井
織

織
物
の
生
地
は
「
十じ

ゅ
う
に
こ
し
き
ょ
う
ね
ん
え
ぼ
し

二
越
強
撚
烏
帽
子

×
絞
り
練
り
」。
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
ち
り

ジャパン・テキスタイル・コンテスト 2022

第 73 回丹後織物求評会 経済産業大臣賞
グランプリ

（臼井織物株式会社）

（川端デニム製作所）

次

丹

経済産業大臣賞を受賞した生地を広げる臼井さん

手機を操る川端さん

手
織
り
の
デ
ニ
ム
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

発
行

 与
謝

野
町

役
場

　
編

集
 企

画
財

政
課

〒
629-2292

京
都

府
与

謝
郡

与
謝

野
町

岩
滝

1798
番

地
1

U
RL https://w

w
w

.tow
n.yosano.lg.jp/

Em
ail kikakuzaisei@

tow
n.yosano.lg.jp

12  2022  N
o.202

TEL 0772-43-9015
（

直
通

）
FAX 0772-46-2851




